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How to play the piano, keyboard instruments, reasonably to 
perform a simple accompaniment 




















































































































































































































   
これは薬指で取ることにより、上にも下にもどちらにも切り替えしが可能になるためである。是非参考にされること
を期待する。ここまでの練習で明らかなことは、この独自のピアノ奏法は、意外と中指を使用しないことである。こ
れは、中指を「使わない」ということではなく、なるべく取って置く（温存する）という意味である。そうすること
により、いざという時に中指も使えることから、さらにスムーズな演奏ができるわけである。つまり４本指でも演奏
可能な位の能力があれば、５本指ではかなりの余裕が生まれるということである。 
 
Ⅴ．演習 
１．聖者の行進① 
今までの練習のまとめとして、ここからは実際の楽曲を弾く方法を考察していく。
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この演習の目的は、「聖者の行進」をただ弾けるようになることではない。まず、この曲が今までのテクニックを
使い、どのように構成されているかを知ることが先決である。「聖者の行進①」を見ると、左手は８分音符のロック
ビートである。前項の練習では②⑥にあたる。右手は今までの和音のつかみ方を駆使して取り組む必要がある。まず
弱起で始まるこの曲は、導入音には和声は付けないのが通例である。それは、単音の方がメロディラインをはっきり
と示すことができるからである。通常、和音にすると音の厚みは増すが、音質としては柔らかくなる傾向があり、メ
ロディに和音が付くと輪郭がぼやけてしまうことになる。1小節目は今までの演習から、トップノートのG音は薬指
で取る習慣を身につけたい。これは前述したように、薬指は高い方にも小指を残し、低い方にも中指を残しているた
め、どちらにも行ける便利な運指だからである。また薬指は小指と比べてしっかりとしたタッチが期待でき、メロデ
ィをより浮かび上げることにも向いている。特に4小節目は是非薬指でD音を取り、次のE音が小指で自然に押さえ
られることを感じ取ることが重要である。そして次の５小節目も同じだ。１拍目と３拍目のトップノートは薬指で取
り一番高い４拍目のG音を小指で取っていくことになる。運指は本論では「指定しない」と最初に書いたため、矛盾
かもしれないが、先程から言っている運指は、指定しているのではなく、自然に決まってくるものである。つまり
「自由・自在な指使い」というのは、合理的な運指に支えられていることを忘れてはならない。また、スムーズな指
使いも大切ではあるが、前述した薬指のようにタッチの強さも指によって多少違ってくる（いわゆるピアノ練習は各
指のバラツキを無くす均一なタッチを目指しているが・・・。）ため、筆者は多少スムーズさを欠く運指であって
も、より音楽的なアプローチを優先する。 
２．聖者の行進② 
いよいよ最後の演習となる。「聖者の行進②」は筆者が、この曲を即興で適当に簡易伴奏をつけた場合の一例であ
る。これはアイデアとして、まずこの曲を８ビートのリズムに乗せて弾いてみたかったからである。そのために、右
手和音はコードをつかみながら、８ビートのリズムを出すために２、４拍目にもなるべく４分音符でコードを鳴らす
ようにした。単純な例ではあるが、ここまで学習が進めば、これ位の曲なら誰でも即興で簡易伴奏が付けられる。さ
らに、解答は無限にある。実践的学習者は、さらに面白いアプローチを考えることは可能である。ここで示したもの
は、全てハ長調で記してあるため、他の調でも工夫して取り組んでみるべきである。本来は全調で練習するのが望ま
しいが、実際の楽曲ではクラシックの「名曲」を除いて、使用される調は限られて来る。特に音楽教師を目指す者
は、まず♯、♭３個までは確実に取り組まなければならない。筆者の経験上、♯、♭、４個まで弾きこなせれば、既
261????のための???なピアノ（????）????
存の曲で困ることはない。 
 
Ⅴ おわりに 
繰り返し論じたが、先述した練習をこなせば、それで「完成」という訳では無い。普通のピアノ練習曲は、きちん
と正確に弾けるようになったら完成といえる。本論では、ここまでの取り組みは、単なる「きっかけ」であり、学習
者はこれまでの知識を、自分なりに消化し応用していかなければならない。 
 例えば、今回の練習曲でも下段の楽譜を隠して、右手だけの楽譜にして新たに左手を入れてみるのも良い。また、
色々な楽曲を自分なりに工夫をし、初見で楽曲の即興伴奏を付けてみるトレーニングも必要である。それには、沢山
こなすことが一番の上達に繋がる。「沢山こなす」とは沢山練習することには違いないが、「塗り絵」のように、単調
で無意識な練習を数多くこなしていくことではない。それはそれで体力や耐久力は付くだろうが、いつまで経っても
自分で音楽を構築することはできない。もし、いわゆる「ピアノ教室」で習うような練習を正しくこなして行くだけ
で、そのような力が付くのであれば、すでに皆が、楽譜など無くても好きな曲を流暢に楽しく弾きこなしているに違
いない。筆者の指導した生徒には、ショパンの「革命」を間違えず正確に弾ける者はたくさんいた。しかし彼らは、
好きな歌謡曲を、既存の楽譜なしで弾ける者はほとんどいなかった。これからの音楽教育には、特に器楽演奏の分野
では、その楽器を正確に弾きこなすテクニックとともに、音楽的理解と創造的表現力を身につけさせていくことが求
められる。また、そうでなければ、コンピュータ等の機械にその職を奪われていくことになる。現に、その波は我々
の間近に来ている。 
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